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高レベノレ放射性廃棄物地層処分における

天然バリアｰ性能評価システムについて

1｡はじめに

現在,わが国において16の原子力発電所で39基の原子

炉が稼働し,発電設備容量は3148万kWどたり,原子力

は総発電電力量の約26名を占め,絶対量･比率共にさら

に増大しつつある(第1図)･

わが国のよう次エネルギｰ多消費構造を持ちながらエ

ネルギｰ資源に乏しい国において,原子力エネルギｰの

安定的･安全的確保および低コスト化は社会経済的な課

題と言える.しかし,｢今後の原子力開発にとってきわ

めて重要なほとんど唯一の分野が,(中略)“原子力発電

と核燃料サイクルの諸工程における放射性廃棄処分"の

問題であるといってもよい(中略).放射性廃棄物の処分

の問題は,このように世界中での共通の悩みであり,悪

くすると将来の原子力の死命を制しかねたい問題を含ん
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でいる.｣(天沼,1983)｡とりわけ高レベル放射性廃棄物

処分間題は,わが国と世界の原子力エネルギrひいて

はエネルギｰの安定的低コスト供給にとり,最重要課題

にたりつつある.

このようた課題に対し,国際原子力機関(IAEA)など

をセンタｰとする国際協力が行われており,わが国の各

機関も研究開発を実施しており,多くの地球科学研究者

･技術者も参加している.

2｡高レベル廃棄物とマルチバリアｰ地層処分

システム

商業用原子炉として運転している軽水炉からだされる

使用済核燃料は,発電所の電気出力百万蜥(1年間運転)

で約20トン/年(加圧水型軽水炉;PwR)から約30トン/年

億k冊

��〰

11,090{童kWh

��〰

�〰　

�〰　

�〰　

�〰　

�〰　

�〰　

㌮〰　

㈮〰　

�〰　

　

水力12.8%

地熱O.2%

���─

石炭9.5%

原子力25.8%

9,460伝姜=kWh

�─

�㌥

�─

�─

�㌥

�─

�─

�─

������

第1図年間発電電力量構成及び見通し(平成2年版原子力白書)
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(沸騰軽水型;BWR)であり,わが国全体では1988年度

で約800トン/年近くが発生している.この使用済核燃料

は,燃料被覆管･燃料端栓部･燃料集合部材などのハル

を伴う.そして,使用済核燃料は,発電所の高放射性固

体廃棄物貯蔵庫のプｰルに貯蔵後,再処理に回され,ウ

ランとプルトニウムが回収され,高レベル放射性廃棄物

(HLWと略す)糸残る(第2図).

また,放射性廃棄物は,核燃料の再処理によるHLW

のほか,核燃料の生産･原子炉の運転･再処理により低

レベル廃棄物(LLW;気体･液体･固体廃棄物がある),TRU

(超ウラン核種を含む)廃棄物が発生し(第3図),このう

ち,LLWの気体廃棄物と液体廃棄物の多くは処理後,法

令で定められた基準値を下まわるようにして大気中およ

び海洋中に放出し拡散させることにより処分している｡

使用済核燃料の再処理により使用済核燃料1トン当り

0.5m3の高レベノレ硝酸廃液がでる(角田,1983).この

高レベル硝酸廃液は,炉から取り出し後180日で再処理

し,5年間冷却したもので約800ci/1の放射能と,約3

w/1の発熱量をもち,この廃液の発熱量と放射能の経時

変化も第4図のように計算されている｡

高レベル放射性廃棄物(HLW)の処分の仕方について

は,高レベル廃液を固化(ボ回シリケｰト系ガラス固化,シ

ソ回ヅク方式の固化だと)し,この固化体をキャニスタｰ

に封入し,さらにキャニスタｰをオｰバｰパックし,不透
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高レベノレ放射性

廃液の発熱量と

放射能の経時変

ユ000化(菅野,1982)

水性充填物で充填され,周囲をグラウティングされた深1

地層の処分場(第5図)に収納処分する.これは人工バリ

ァｰと,それを取り巻く地層という天然バリアｰを組み

合せ,これら二つのバリアｰを相補的に機能させるとい

うマルチバリアｰ方式(第6図)である.このマルチバリ

アｰ方式により,HLW固化体からの放:射能が減衰し環

境への影響が十分軽減されるまで生活圏から隔離すると

いう方針が､欧米諸国･日本･国際機関(IAEAやOECD/

NEA)のほぼ一致した方向であり,地層処分という観点

から各国間ないし国際機関での協力,共同研究が盛んに

行われ,学会などにおいても盛んに取り上げられている.

HLWを生活圏から隔離する期間については･HLW

に含まれる長半減期をもつ放射性核種の減衰から鑑みて

六百年から十万年までの時間という様六な報告がだされ

ているが,いずれにせよ,構造物の健全性について,今

までにはたい長蜘こわたる予測が要求され,地下の処分

場を取り巻く｢地層｣という地質構成体についてもその

性状変化についての予測が必要とされている.

このように,HLW処分の課題は,鉱物学･岩石学･

水文地質学･古環境学･第四紀学･火山学･構造地質学

同位体地球化学･地震学だとの地球科学全般にわたる

研究者が,材料学･原子力工学･岩盤工学･土木工学･

鉱山学などの工学,生物学,医学だとの関連分野におけ

る研究者とともに協力Lて,地質学的時間ともいえる超

長期にわたる予測評価に関する学際的研究開発を効率的

に進める必要がある.
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第5図地層処分場の見取り図(柏木,1984)

3.天然バリアｰとしての地層の性能評価

ガボン共和国のOkloウラン鉱床で不自然た235Uと第6図
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238Uの比率を持つウラン鉱石が発見されて,この鉱床を

詳細に研究した結果,約20億年前に天然原子炉現象が発

生していたことが明らかになった(藤井,六号).その後

現在まで重元素類はほとんど反応帯に固定されていたと

いうことが判明し(IAEA,1975:藤井,1986),｢地層｣

のバリアｰ性能が高いことが理解された･ここから｢地

層｣のHLW処分における｢天然バリアｰ｣としての機

能が注目されるに至った.

HLWあ放射能が十分に減衰し,環境への影響が軽減

されるまで,生活圏から隔離する必要がある｡HLW地

層処分の性能評価は,この隔離期間にわたって,放射性

核種の移動により基準値以上生活圏へ漏れ山さたいよ

う,地層が天然バリアｰとして十分機能することを予測

･評価しなげれぽならたい(第7図).また,評価にあた

ってはファｰフィｰルド(FarFie1d:処分場からの様々な

影響を間接的にしか彼らたい外周部分)の｢地層｣のバリア

ｰ性能評価(広域的評価)から,ニァフイｰルド(Near

Fie1d:処分場建設のための掘削や,処分固化体からの熱･放射

線などの影響を直接うける処分体を囲む隣接岩盤部分)のバリ

アｰ性能評価(精密地域評価)へと二段階の評価が必要で

あると考えられる.

さらに,｢わが国土は環太平洋列島弧の一部として,

活動中の造山帯の一角に位置しており,火山･地震等を

伴う各種の構造運動,すたわち物理的破壊に直結する

現象が世界でも有数の頻度で発生する地域に有る.

(中略)……｡このほか各種の災害も多く,放射性廃棄物

貯蔵場の立地に要求される条件からみると,わが国土は

厳しい条件下にあるといわなけれほならたい.｣(土井,

1980)といわれる特異性を日本の国土は有し,この特異

性も評価の重要な部分を構成する･

隔離期問については様々た研究があるが,例えば,原

ウラニウム鉱の放射性障害レベルを考慮し,103から105

年までと考えられている.多くの場合,1万年程度まで

の期間についての隔離性能を定量的に評価し,それより

長期は不確実要素が大きくなるため,天然バリアｰに関

する定性的評価くらいに留めている｡ここでは,天然バ

リアｰを議論の対象としているので,105年オｰダｰま

での｢地層｣のバリアｰ性能を規定する要因について考

えてゆくことにする.この性能を規定する要因は,(1)天

然バリアｰとして機能すべき｢地層｣が,人工バリアｰ

を損傷･破壊してしまう条件,(2)地下水の流動により核

種が生活圏へ移動する条件,(3)核種の拡散と核種･岩石

･水の相互作用による核種の吸着沈澱反応による核種の

移動条件,という三つの条件下から構成されると考えら

れる.また,上記(1)は,それ自身地層処分における天然

バリアｰ性能の一つの判断基準であり,予測･評価･判

断対象であると考えられる.さらに,上記(2)と(3)には,

核種のr正の移動速度｣=地下水の流速十核種の拡散速

度,そして核種のr負の移動遠度｣=核種･岩石･地下

水の相互作用による吸着沈澱作用という核種移動速度の

遅延効果(希釈効果もあると考えられる)がある.これら

正と負の核種移動遠度から処分場を考慮して,生活圏へ

の核種の移動時間を予測･評価することが,天然バリア

ｰの性能予測･評価･判断することと考える.まずは,

上記三つの条件について考察し,その後それら相互の関

係から｢地層｣という天然バリアｰの性能評価手法の概

要を述べることにする.

(1)r地層｣が人工バリアｰに損傷･破壊を与える条

件

このような条件は,断層運動による人工バリアｰ

の損傷･破壊,火山活動による損傷など広義の構造

運動によるカタストロフィックた力学的現象に伴う

天然バリア

金棒性能書手個

人工バリア

金体システム

遅延性能地下水移行時間

閉じ込め時間

核融鰯一←
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多孔質内剖れ目内地下水速度移行径路

核種移行核種移行

分配係数繍食

⊂)⑭(蔓)

第7図性能評価手法の概要(新谷はか,1985)
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場合と,酸性地下水だとがキャニスタｰだとの人工かれるという従属関係を持っており･天然バリアｰの予､

バリアｰを腐食するような化学的現象による場合と測･評価には手順があることを示している･つまり･こ一

が想定される.前者の現象が発生する要因としての関係は｢場｣の条件が放射性核種の力学的運動および

は,地殻変動･岩石力学物性･割れ日系の力学物性化学反応の基礎を与えていることを示し,｢地層｣とい

などがあげられ,超長期にわたる力学問題である.う天然バリアｰの性能予測･評価手順に｢場｣のパラメ

また,後者は,人工バリアｰ周辺の温度･圧力条件一タｰを縦糸にしてまとめたのが第9図である.ここで

におげる地下水と岩石の超長期の化学平衡問題であは,第8図の要因影響時間や核種の半減期だと時間の集

る.件にもとずいたタイムインタｰバル毎に予測･評価を実

(2)地下水の流動による核種移動の条件行し,タイムインタｰバルの累積が105年オｰダｰ(106年

HLW処分場が深部(500-1000m深)

に規定されていることから,地下水は

割れ目を主た水みちとLて流動する｡

この時,流動を決定する要因は割れ目

の三次元的連続性･それらの開口幅･

密度･割れ目表面の粒度･勲･水頭勾

配を決定する地形･函養量を決定する

降雨量次どの要因である.隔離期間が

超長期になれば,構造運動などにより

上記割れ目の性状が変化L･地下水の(1峠101年)

流動条件も変化する可能性がある.

(3)核種の拡散･吸着沈澱作用の条件

人工バリアｰから地下水中に浸出し

た核種は,溶液中の核種濃度勾配およ

び地下水流動変化(機構的分散)による

拡散が想定され,また化学的にはイオ

ン交換反応･沈澱溶解反応が想定され

る｡この化学反応も地下水の水みちで

ある割れ目と地下水の接地面積･割れ

目の面を構成する岩石鉱物の化学特性

･地下水の物理化学特性･共存イオン(1昨106年)

の有無たどにより条件付けられ,さら

に反応速度が核種の移動遠度に対L+

分に遠い場合(平衡吸着反応)かそうで

たい場合(非平衡吸着反応)で大きく異

なる.(10o～10豊年)

以上述べた放射性核種の処分場から生活

圏への天然バリアｰの移動条件とその要因

影響時間をまとめたものが,第8図であ

る.この図からも明らかたように,上記条

件(3)の要因である｢地下水の流速｣は,条

件(2)の｢地下水の流動｣から導き出され,(2)

の要因である｢割れ目｣や｢地形｣は条件

(1)の｢｢地層｣の破壊･変形｣から導き出

される関係にある.このように,上記(1)･

(･).(｡)は互いに独立したものではたく,(･)第8図高レベル廃棄物処分サィトヵ'ら生活圏への核種の移動因子と影響時間

は(2)に,(2)は(1)の条件から一部の要因が導
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�地�
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�形�
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①地層処分地域の地質構造発達予測(シミュレｰション)評価サブシステム

奥�

�

他の地域へ

②地層処分地域の地形発達予測(シミュレｰション)評価サブシステム

�

｢地層｣の人工ぐリアｰに対する影響評価

奥�

�

地形･割れ目に関する

他の地域ヘ

パラメｰタｰ決定

奥�

③地層処分地域の地下水流動(シミュレｰション)評価サブシステム

④地層処分地域の核種拡散･吸着沈澱(シミュレｰション)評価サブシステム

処分サイトから生活圏への核種の移動時間評価

奥�

他

核種の濃度分布･化学種に関するNoの

パラメｰタｰ決定地

域

へ

(次のタイムインタｰバルヘ)

第9図rマルチバリアｰシステム｣におけるr天然バリアｰ｣評価手順

以内)に達するまで天然バリアｰの予測･評価をルｰフ

してゆく･この時,つぎのタイムインタｰバルにおける

予測･評価では,前回のインタｰバルにおける各サブシ

ステムの計算結果を初期条件の一部としてインプットし

てゆく.

また,この｢地層⊥という天然バリアｰの予測･評価

システムの実行においては,計算結果が自然現象として

直ちに検証出来ず,その検証は将来に委ねられている.

したがって,計算のためのインプットデｰタは,システ

ムや計算結果についての十分た検討評価と同様に,それ

らデｰタの信頼性が十分に評価されコンセンサスが得ら

れる必要があると考える.

上述のように,天然バリアｰの性能予測･評価手順

(第9図)の端緒は,地質構造発達予測(シミュレ_ツヨン)

･評価サブシステムであり,他のサブシステムのシミュ

レｰションにおけるインプットデｰタとしての要因を従

属因子としていることから,本稿では地質構造発達予測

･評価の問題について考えていくこととする･

4.地質構造発達予測シミュレｰション評価

サブシステムについて

現在,地質構造の予測に関する研究としては,地震･

火山などの災害対策の一蓑として様六た研究が行われて

いる･これらの研究では,歪み･微小地震･地下水水位

などの現象変化を観測し,過去の地震･火山発生に伴っ

た各種現象の変化を基準としてそれら活動の発生を予測

するという手法をとっている.この手法の基本は,HLW

の地層処分における地質構造発達予測でもまったく同様

であり,現在の地質構造に関する現象を観測･調査して

その実態を明らかにするとともにその形成史から将来の

構造運動の予測を行うことと考えられる.

そこで,｢天然バリアｰ評価ツステム｣における｢地

質構造発達予測･評価サブシステム｣について,(1)地質.

構造の実態を解明する.(2)地質構造形成史を明らかにす

る,(3)地質構造発達を予測する,という手順が考えられ

るが,実際には現在の地質構造が長時間の歴史の中で形

成されて来た結果であることから,現在の地質構造の実

態解明はその形成史の解明と不可分の関係にあり,その

地質構造発達予測の手順は,(1)現在の地質構造の実体解

明およびその形成過程の解明,(2)地質構造発達予測,と

地質ニュｰス439号�
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いう順にたると考えられる.

(1)現在の地質構造の実体解明およびその形成過程の

解明

｢地下深所での微細次割れ目の分布を地表または

地表に近いところでの地質調査を通じて,またボｰ

リング調査などを通じて如何に推定するか･またそ

のような微細た割れ目の分布がわかったとして,そ

れと水の流れの平均の速さとの関係を如何に推定し

得るかたども未開発の分野である.｣(木村,1983)と

指摘されるように,地下深い部分(1000m深前後)の

地質構造,特に割れ目とその水理条件のパラメｰタ

ｰ(開口幅,分布密度,連続性,面の形状次ど)の実体

解明には欠きた課題が残されている｡

しかし,地熱開発の現場では,地熱流体の通路と

たる割れ目はクｰリングジョイント(火成岩の冷却過

程で生じる節理)たどではたく,断層運動に伴う割れ

目であることが経験的に知られており,この地下の

割れ目に関し,同様の課題に直面している地熱開発

や石油探鉱の分野において割れ目の解析について様

六な研究が開始されて,水圧破砕のAE計測によ

る地熱地域の地下の割れ目をモニタリングする方法

(例えば,Abe功泓,1983;高橋,1984など)や,地表

等の調査結果からの実験構造地質学的手法による

(HLW処分のr天然バリアｰ｣の構造運動予測と類似す

る)地熱地域の地下の割れ日系解析評価法(FAFS-

GRシステム,第10図;中野ほか,1983a;中野ほか,1983

b),および石油ガス鉱床胚胎堆積盆地における堆積

物の層厚から実験構造地質学的手法により割れ目を

含めた地下構造解析(仮想基盤変位法;小玉ほか,1984)

だとの研究開発が行われている.しかし,これらの

研究は,主として割れ目の位置と応力条件の情報で

あり,まだ開口幅･分布密度･面の形状といった水

理条件のパラメｰタｰが決定できるところまで到達

していない.

このような研究成果を踏まえたがら,筆者らの

r地層処分｣問題にたいするr地質構造発達予測

(シミュレｰション)評価サブシステム｣についての

考え方を述べることにする.

このサブシステムにおける基本的考え方は,｢構造

的た変位,変形運動は,目的に応じて区切られたあ

る時間の間でおこった,外力と系(目的に応じて,任

意に三次元的に区切られた部分)の内部に生ずる応力

との平衡からのずれの大きさと方向によって決まる

ものと考える.｣(垣見,1978)といわれる実験構造地

質学的た考え方,および地下深部(数百血以深)にお

ける地下水流動の通路は構造運動に伴う割れ目であ

1991年3月号

るという考えにもとずくものである.第一に,観測

･野外調査などにより,地表付近の変位･変形累積

結果である歪像を調べ,地質構造系を設定し地表付

近の歪像を確定すると同時に,地質構造系の構造体

(断層を含む)の力学物性条件の決定を行う･第二に･.

地表付近の歪像からその形成史(核種の隔離期間より

1オｰダｰ大きい過去500万年間の)を帰納的に考察す

る.上記地質構造系にその構成体の力学物性条件を

初期条件として,境界条件を変数として,既知であ

る地表付近の歴史的に累積された歪像再現のシミュ

レｰションを実施する｡歪像が再現された時の地下

情報も正しいとして(ボｰリング･坑道調査により検証

可能),地下の地質構造解析を実施するとともに,そ

の再現過程を運動像･境界条件として与えた外力を

その系の力学像とする,一種の逆解析を実施する.

(2)地質構造発達予測

上記(1)で得られた地質構造系の地表付近および地

下の構造(系全体の歪像)と岩石力学物性条件を系の

現在の内部初期条件とし,さらに上記(1)で得られた

運動像･力学像から検討される外力(過去の構造運動

と全く異質な運動･外力でも計算可能)を次のタイムイ

ンタｰバルに入力して,次のタイムインタｰバルの

構造運動予測を行い,この手順をタイムインタｰバ

ル毎に繰り返し,長時間の地質構造発達予測を行う

ものである.

この時,各タイムインタｰバル毎の地質構造発達予測

結果は,タイムインタｰバル毎の地形発達予測･地下水

流動･核種拡散吸着沈澱のサブシステムのパラメｰタｰ

として利用される.また,この手順はファｰフィノレドお

よびニアフイｰルドにおける地質構造発達予測にも用い

られる手順であり,条件の精度が異なるものと考えてい

る.このr地質構造発達予測サブシステム｣を取りまと

めたものが,第11図である.

5｡まとめ

以上,放射性廃棄物処分の概況を説明し,'と`りわげ高

レベル廃棄物の｢地層処分｣の課題の一つであるr天然

バリアｰ｣の評価手順について試論を述べた.また,核

種の処分サイトから生活圏への移動条件およびその要因

の相互関係から,｢天然バリアｰ｣の性能評価は,その

条件および要因の並列評価ではたく,｢地質構造発達｣

→｢地形発達｣→r地下水流動｣→r核種拡散沈

着沈澱｣という評価手順により基本的には実行されると

考えた.そこで,｢天然バリアｰ｣性能評価の出発点で

ある｢地質構造発達予測(シミュレｰション)評価｣のサ�
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第10図地熱～割れ1(裂か)系解析評価一一1ん･蝸(中野亭ま松ユ､8あ)
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一28一

中野馨

二･小

出仁

ブツステムについての考えかたとそのツステム構成につ

いて試案を示した･

このサブツステムの中で,現場および研究室における

数多くの研究開発課題が残されており,｢地層｣という

｢天然バリアｰ｣評価における他のサブシステムにおい

ても同様に多くの課題が残されている.これらを列挙す

ると以下のような課題があると考えている｡

(1)地質構造発達予測評価に関する課題

･応力条件とフラクチャリングの諸属性(破砕帯の

幅,割れ目密度,割れ目の開口幅,面の形状とその粒度

係数など)

断層の静的動的力学物性

･深部割れ目非破壊モニタリング法

･従来の連続体のシミュレｰタｰ(例えば,有限要素

法)から,断層などを含む非連続体を解くシミュ

レｰタｰの開発(新離散化極限解析法などの大変形問

題への拡張など)

･地質構造系に作用する外力問題としての第四紀テ

クトニクス理論の発展,だと

(2)地形発達予測評価に関する課題

･海水準変動

･降雨量･気温変化を含めた気象変動

･地形の傾斜及び岩質と浸食

･マスムｰブメントの地形形成における役割

･割れ目における人間の活動による気象的地形的影

響

･河川営力の地形発達に対する役割,など

(3)地下水の流動に関する課題

･微小割れ目の地下水挙動とその水理定数

･地下水流動における熱の影響

･割れ目中を流動する地下水のトレｰサｰ試験法,

など

(4)核種の拡散吸着沈澱に関する課題

･様々た物理化学条件における拡散係数(Kd,分散

を含む)の同定

･横糸た物理化学条件における吸着および離脱係数

の同定

･同様な条件における核種の沈澱作用,たど

このほか,高レベル廃液の固化に関して,アクチノイ

ドを取り込む安定鉱物合成の研究,キャニスタｰをオｰ

バｰパックする充填剤としての粘土鉱物やゼオライト鉱

物の研究だと数多くの地球科学に関する研究課題が残さ

れている.

そして,これら個六の研究課題の成果と相まって｢地

層処分｣のトｰタルシステムと評価基準の研究が,原子

力工学,土木工学,生物学･医学だとの分野の共同で研

究開発されていく必要があると考える･また1予測･評

価技術開発は,人問の知識が時代的に制約されている以

上,不測の事態に備えた｢処分サイト周辺の人工地下水

流動一核種回収ツステム｣だとr天然バリアｰ｣に対す

る｢緊急防護ツステム｣の研究開発といった予測評価技

術の保証に関する研究開発も重要な課題であると考えて

し･る.

さらに,｢地層処分の研究開発において目下の急務と

放るのは研究老の養成である(中略)｡その状況下にあっ

て,どのようにして地層処分の研究者,技術者を養成す

るかは,地質学に関連した分野での地層処分の研究開発

において,実は最大の課題であるかも知れたい｣(木村,

1982)という指摘どおり研究の｢人と組織｣をどうする

かという根本的課題が残されている.
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Anky10saurus赤道ギニア,ユ980年発行,鳥盤目の恐龍で白亜紀

後期に生息した.よろい龍の伸問.丈が低く体長約5mで四脚歩行

し,動きは鈍い.首･胴･尾の上と全表面が鱗の様た板で覆われ,

他の肉食動物の歯が立たたいように出来ていた.同じ仲間のポラソ

カンタスやスコロサウルスには疎があったが,アンキロサウルスに

はそれが改いが,敵から攻撃されたら胴を少し下げると難攻不落だ

った.よろい龍は現代のアルマジロと同様に,地中にもぐって昆虫

などを食ったのではないかと思われている.

Moschopsコンゴ,1975年発行,爬虫類獣か目,ペルム紀中期,

この目は爬虫類の初期に出現した目で,ジュラ紀早期には滅亡した.

カルｰ層から産する.体長約2.5m,肩高約1㎜の重厚なスタイルで,

胴は太く,四肢も太く重く,足の幅は広い.四肢をふんばり乾燥Lた

陸地の上を歩き廻っていたであろう.歯はヘラ状で13対以上並び草食

性だったと思われる.モスユプスとはギリツヤ語でr若い子牛の顔｣

と言う意味.

Mego1ocnusキュｰバ,1958年発行,哺乳類獣亜網貧歯目体長44cmの小形で,キュ

ｰバやハイチの更新統から産出する.体格はきゃしゃで,四肢も細く爪も発達したい.

頭は短く歯は柱状で簡単なことはナマケモノに似ている.多分柔い葉を食っていたであ

ろう.体毛はふさふさしていたらしい.
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